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中腰での介助業務に効果を発揮！
マッスルスーツ®で従業員の身体のケアに取り組む

ご入所者との「信頼」を大切にするアットホームな介護保険施設

セ ン ト ラ ル 大 田 は 、 2 0 0 8 年 3 月 に 設 立 さ れ た 、 つ く ば セ ン ト ラ ル 病 院
が 母 体 の 介 護 老 人 保 健 施 設 で す 。 非 常 に ア ッ ト ホ ー ム な 雰 囲 気 で 、 入
居 者 か ら 高 い 評 判 を 得 て い ま す 。 理 念 と し て 「 利 用 者 の 尊 厳 を 守 り 、
安 全 に 配 慮 し な が ら 、 生 活 機 能 の 維 持 ・ 向 上 を め ざ し 総 合 的 に 援 助 す
る 」 「 家 族 や 地 域 の 人 び と ・ 機 関 と 協 力 し 、 安 全 で 自 立 し た 在 宅 生 活
が 続 け ら れ る よ う 支 援 す る 」 こ と を 掲 げ 、 ご 利 用 者 や ご 家 族 と の 「 信 頼 」 、
そ し て 居 心 地 の 良 さ か ら く る ご 利 用 者 の 「 自 由 」 を 大 切 に し て い ま す 。

現 在 、 全 室 個 室 の ユ ニ ッ ト ケ ア で 1 2 0 名 、 通 所 リ ハ ビ リ 4 0 名 と い う 規
模 で P T ・ O T ・ S T が 在 籍 し 、 リ ハ ビ リ に 力 を 入 れ て い る 施 設 で す 。 ま た 、
セ ン ト ラ ル 大 田 で は 、 「 一 人 の 人 の 持 つ 無 限 の 可 能 性 を 確 信 し 、 創 造
と 挑 戦 に よ る 職 員 満 足 」 を 目 指 し て お り 、 そ の 人 材 確 保 や 職 員 の 身 体
の ケ ア の た め 、 介 護 ロ ボ ッ ト を 取 り 入 れ 運 用 を 始 め て い ま す 。

従業員の身体を守る為に介護ロボ採用

寝 た き り や 身 体 の 大 き な ご 入 所 者 へ の 介 助 で は 、 腰 痛 を 引 き
起 こ す 可 能 性 が 高 く 、 セ ン ト ラ ル 大 田 で は 、 予 防 目 的 も 含 め て
多 く の ス タ ッ フ が コ ル セ ッ ト を 利 用 し て い ま す 。 「 仕 事 に 伴 う
腰 痛 の 悩 み を 軽 減 し 長 く 従 業 員 に 働 い て 欲 し い 」 と い う 思 い か ら 、
「 腰 補 助 用 マ ッ ス ル ス ー ツ ® 」 の コ ン セ プ ト で あ る ” 腰 補 助 ” や ” 腰 痛
予 防 ” と い う 点 に 共 感 し ま し た 。 （ 施 設 長 大 下 氏 ） 」
デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン で 関 係 者 が 全 員 試着 を 行 い そ の 効 果 （ 装着 の
容 易 性 や そ の 機 能 の 効 果 ） を 体 感 し 、 導 入 す る に 至 り ま し た 。

押野 泰史 氏

主任
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「最近、通所リハビリでも使い始めました。身体の大きなご利用者の立
ち上がり介助では、特に腰痛を感じていました。週に4日いらっしゃる
ので、その介助の際には必ず装着するように徹底することで自ら腰を
守っています。これからも介護の仕事を長く続けていきたいです。」
社会医療法人 若竹会 つくばセントラル病院 介護老人保健施設 セントラル大田
介護福祉士 松田 時江 氏

中腰での介助業務に効果を発揮

日 々 腰 に 負 担 の か か る 業 務 が 多
く 発 生 す る 介 護 現 場 で 、 ス タ ッ フ
の 負 担 軽 減 の た め に 運 用 が 始
ま っ た 「 マ ッ ス ル ス ー ツ ® 」 。 「 現
在 は 、 夜 間 の 排 泄 介 助 や 日 中
の 移 乗 介 助 に 使 用 し て い ま す 。
特 に 中 腰 で の 反 復 作 業 で 効 果
が あ る と 現 場 か ら は 声 が あ が っ て
い ま す 。 （ 主 任 P T 押 野 氏 ） 」
ご 入 所 者 の 生 活 エ リ ア で 、 男 女
5 名 の ケ ア ス タ ッ フ が 1 日 に 4 0 ～
6 0 分 程 度 、 マ ッ ス ル ス ー ツ ® を
装 着 し 介 助 業 務 を 行 っ て い ま す 。
最 初 は 注 入 す る 空 気 圧 の 調 整
等 に 時 間 が か か っ て い ま し た 。 現
在 で は 、 ス タ ッ フ の 体 格 や 担 当

業 務 に 応 じ て 空 気 圧 を 調 整 す る よ
う な 工 夫 を 行 っ て い ま す 。
ま た 、 施 設 内 で 「 介 護 ロ ボ ッ ト 委 員
会 」 を 立 ち 上 げ 、 定 期 的 に 議 論
を 行 っ て い ま す 。 そ こ で は 、 マ ッ ス ル
ス ー ツ ® 置 き 場 に 設 置 し て
い る 状 況 記 載 ノ ー ト ( 利 用 時 の
詳 細 を 記 載 す る ノ ー ト ) か ら
現 場 か ら の 声 を 集 め 、 よ り 効 果 的
な 活 用 方 法 を 模 索 し て い ま す 。

現 場 か ら は 「 前 傾 作 業 は 楽 」
「 介 助 時 の 腰 へ の 負 担 は か な り
軽 減 し た 」 と い う 意 見 が あ る 一 方 で
「 装 着 方 法 が 定 ま っ て い な い 」
「 使 用 後 の 腰 の 負 担 軽 減 効 果 は
あ る が 、 継 続 し て 使 用 す る こ と に
よ る 効 果 も 検 証 し て い き た い 」
と い っ た 意 見 も あ り ま す 。 「 効 果 が
あ る こ と は 実 感 で き て い る 。
ど う い っ た 業 務 で 利 用 す る か を
明 確 化 し 、 そ の 運 用 マ ニ ュ ア ル を
作 っ て い く こ と が 直 近 の 課 題 で す 。
効 果 を 明 示 す る た め に も ア ン ケ ー ト
等 で デ ー タ を 取 る こ と を 継 続 し て
い き た い 。 装 着 方 法 の 標 準 化 は
マ ッ ス ル ス ー ツ ® の メ ー カ ー で あ る
イ ノ フ ィ ス か ら の サ ポ ー ト も 期 待
し て い ま す 。 （ 主 任 P T 押 野 氏 ） 」

今後のテーマは、マッスルスーツ®

の利用標準化/マニュアル化

基 本 情 報

使用モデル スタンドアローン
タイトフィット

導入時期 2017年 3月

台数 2台

主な使用シーン 排泄介助、移乗介助

時間帯 夜間、日中 (40-90分)

使用人数 約5名

職種 介護福祉士、その他
山口 繁男 氏

介護福祉士

施設全体へのアンケート マッスルスーツ®利用生活エリアへ
のアンケート

マッスルスーツ®導入前アンケート

(図説明)マッスルスーツ®を利用している生活エリアでの“腰
痛の悩み”は、施設全体と比較しても高い。「マッスルスーツ
®」がその改善に寄与することを期待している。

データ参照：セントラル大田 「介護ロボット委員会」
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生きている限り、自立した生活を実現したい
東京理科大学発ベンチャー

~夢のようなロボットではなく、人のためのロボットを～
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お問い合わせ

中 腰 で 腰 へ の 負 担 の か か る 車 イ ス か ら
ベ ッ ド へ の 移 乗 介 助 時 に 使 用 し て い る ・

マ ッ ス ル ス ー ツ ® は 専 用 台 で 管 理 し て い る 。

使 用 状 況 を 確 認 し 、 ロ ボ ッ ト 委 員 会 で よ り 良 い 使 い 方 を
話 し 合 う た め 、 使 用 状 況 日 報 と 使 用 状 況 確 認 シ ー ト を
記 載 す る こ と を ル ー ル 化 し 運 用 し て い る 。


